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ひもときシートガイドラインひもときシートの構造
評価的理解

課題の整理Ⅰあなた（援助者）が感じている課題

質問の意図

事例にあげた課題に対して、あなた自身が困っていること、負担に感じていることを具体的に
書いてください。

質問の意図

記入のポイント

援助者として感じている課題を、まずはあなたの視点で評価します。1ST
EP

A

●この項目は、事例に対して、あなた（援助者）自身が「困っていること」「悩んでいること」「負担に感じて

いること」を整理するためのものです。

●あなた自身の悩みに焦点をあてて、困っていることや苦痛に感じていることを具体的に書いてみま

しょう。

●あなた自身の困難や悩みを書くことで、自分自身のストレスや負担感の原因をはっきりさせていくこ

とも、この項目のねらいのひとつです。

ひもときシートは、Step１からStep３までのプロセスを通じて、認知症ケアにおける援助者自身の思考

の転換を行います。

Step１（評価的理解）では、援助者自身が困難を感じている背景を知るために、自分の気持ちを中心に

ワークシートに取り組みます。

Step２（分析的理解）では、課題と考えている事象の「言葉・行動」の意味を本人の立場に立って意味づ

けしながら、援助者中心の思考を本人中心の思考へと転換していく準備を行います。

Step３（共感的理解）では、Step２を通じて得られた理解をもとに本人の言葉や行動の意味を理解し、

本人の気持ちに対する共感や、本人視点の課題解決の糸口を見いだし、アセスメントする際の焦点を定め

ていきます。

◎悩みがたくさんある場合は、課題を焦点化するために、特に困っていること１つに絞って書いてく

ださい。

◎事実確認やアセスメントが不足しているような場合でも、現在のあなた自身の思いや都合で、自

由に書いてかまいません。

課題の整理Ⅱあなた（援助者）が考える対応方法

①あなたは本人にどんな「姿」や「状態」になってほしいですか。

B

●この項目は、課題を感じているあなた自身が、ケアの目標をどのように考えているかを確認します。

●日々の関わりの中で、あなたは、本人にどのような姿になってほしいと望んでいたのかを振り返ってみ

ましょう。

●期待している本人の姿や状態像がどのようなものかを具体的に書いてみましょう。

◎「その人らしく」というような抽象的な表現ではなく、より具体的な状態、状況、姿等を思い浮か

べて書いてみましょう。

評価的理解 分析的理解 共感的理解
援助者として感じている課題
をまずはあなたの視点で評価
します。

課題の整理Ⅰ
あなた（援助者）が感じて
いる課題

課題の整理Ⅱ
あなた（援助者）が考える
対応方法

A
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根本的な課題解決に向けて、多
面的な事実の確認や情報を整
理します。

課題に関連しそうな本人の
言葉や行動を書き出してみ
ましょう

思考展開エリア（８つの視点）

課題の背景や原因を整理し
てみましょう

C

D

本人の視点から課題の解決を
考えられるように、援助者の思
考展開を行います。

「A課題の整理Ⅰ」に書いた
課題を本人の立場から考え
てみましょう

本人にとっての課題解決に
向けてできそうなことをい
くつでも書いてみましょう
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Ａ. 課題（介護者がすべきこと）


